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れ、それらによって直感的に会得された事柄が心中で反省・観察され（ 内省的観察 、「 」）
観察した事柄を説明する概念が生み出され（ 抽象的概念化 、生み出された概念を問「 」）
題解決に用いることができるかどうかが試される（ 能動的実験 。生み出された概念「 」）
によって問題解決が可能になると、それらの概念を用いた具体的な経験が積み重ねられ
るといったサイクルが循環する。



























。 「 」 、を身につけることが重要であると述べている ここでの 仮説 の設定に相当するのが*7
コルブのモデルにおける「抽象的概念化」であり、それらの検証は「能動的実験」を経
由したサイクルの循環によって可能になると考えられる。





































A' A B C-1①事前個人学習における学習プロセス ： （＋ ）→ →
②グループ学習・クラス討議における学習プロセス
A" A' A B C-2： （＋ ＋ ） → →
図２ ケースメソッド学習における経験学習プロセスモデル（筆者作成）
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新たな発言をする場合には、 から直接 （ ）へ向かい、 を経由して再び （ ）C A A" B C C-2



























































ケースメソ究』 号（京都大学高等教育研究開発推進センター） 年 頁佐野享子「11 2005 ,1-11 .
ッド授業の展開における教師の発話の機能－経営教育における教授方略上の意味を探る
31 ,2007 ,1-13 .手がかりとして－」『筑波大学教育学系論集』 巻 年 頁
「職業人を対象としたケース・メソッド授業における学習過程の理念モデル－ ．*3 佐野享子 D
コルブの経験学習論を手がかりとして－ 『筑波大学教育学系論集』 巻 年 頁佐」 29 ,2005 ,39-51 .
野享子「討論授業における経験学習サイクルと教師の役割－職業人を対象とした授業例に基
30 ,2006 ,1-12 .づいて－ 『筑波大学教育学系論集』 巻 年 頁」
ワークショップの模様については、神戸大学大学院経営学研究科『 スクール連携*4 B-C
の仕組みづくりと高度専門職教材について－経営教育の相乗的高度化をめざして』神戸
,2008 3 .大 学 大 学 院 経 営 学 研 究 科 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ペ ー パ ー 年 月
〈 （ 年 月 日）http://www.b.kobe-u.ac.jp/paper/2008_31.html 2013 2 10〉
詳しくは金井壽宏・尾形真実哉・片岡登・元山年弘・浦野充洋・森永雄太『リーダー*5
シップの持（自）論アプローチ－その理論的バックグラウンドと公表データからの持
, 2007 2 .(自)論解読の試み 神戸大学大学院経営学研究科ディスカッションペーパー 年 月』
〈 （ 年 月 日）http://www.b.kobe-u.ac.jp/paper/2007_12.pdf 2013 2 10〉
*6 Kolb,D.A., ,Experiential Learning:Experience as the Source of Learning and Development
Prentice-Hall,1984.
例えば蒋麗華「ワークプレイスラーニング－人材育成・能力開発の新領域－」ナーシ*7







と発達』東京大学出版会 年 頁を参照のこと。,1996 ,17-22






,2007 ,18-20 .ッド入門』慶應義塾大学出版界 年 頁
本稿の記述は、佐野享子「大学院における高度専門職業人養成のための経営教育の授*1
業法に関する実証的研究－ケースメソッド授業がめざす経営能力の育成とその方法に焦点


























































































































では、最初の単元で のタイプが提示され、その後の単元で のタイプが提示されてB-1 B-2
。 、 、いた では ケース教材に記述されているマネジメントや登場人物の考え方に対してB-1






























・５ １ などの説明が不足しているためにそれらの情報の「補足」を求める場合W H
・言葉の「定義」を求める場合（例「そこでの“合理化”って？もうちょっと説明する
と？ ）」














「 」 。・教師が提示した新たな状況を 推測 してどのようなアクションを起こすか考える
（例「こういう場合にはどうする？ ）」
・教師が提示した否定的立場の意見に対して検討する（いわゆる「ゆさぶり発問 。」）








































































」 、 。らない の４段階で評価が行われるとともに 総合評価の判定が同様に４段階で示される
本日の第３回委員会では、第２回の委員会において外部評価委員の間で議論された結果




























































































































14 , 2007 ,5-13 .誌』 巻 年 頁
*2 Argyris,C.and D.A.Schon, ,Organizational Learning:A Theory of Action Perspective
Addison-Wesley,1978.
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(松野安男訳『民主主義と教育』岩波*1 Dewey,J., Macmillan,1916.Democracy and Education,
文庫, 年 頁）1975 ,127
このようなサイクルは本論で述べた「経験学習サイクルモデル」に該当する。*2
Kolb,D., , Prentice-Experiential Learning:Experience as the Source of Learning and Development
Hall,1984, pp.40-43.
これは本論の 頁で示した「能動的実験」を経由したプロセスに該当する。*3 6-7































係するといったサービス・マーケティングの理論 を取り上げることが可能である 「顧*4 。
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客満足の学校経営」が学校経営方針として年度当初に掲げられたことにより、外部評価委
員や保護者は浜田校長の学校経営に対して高い期待を抱いたはずである。しかしながら期
待が高まった分、よほどの成果が上がっていなければ外部評価委員や保護者の満足は高く
なり得ない。昨年度よりも外部評価委員の評価結果が下がった原因として考えられるのが
以上のメカニズムである。
理論を取り上げる場合でも、講師が一方的にそれらを説明するのではなく、ケース教材
を通して理論の適用が可能な事象に受講者自身が気付き、なぜそうなるのかといった視点
から、理論が説明するメカニズムについて具体的に考えてもらうことが重要なのである。
本節ではケースメソッドを用いた授業設計と展開に関わる幾つかの視点を示した。スク
ールリーダー育成の事例に限らず、多様な分野で、ケースメソッドを効果的に進める方略
を、関係者が独自に開発する実践研究の一層の進展が期待される。
